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 論文審査の結果の要旨
 本論文は,米国のスタンフォード研究所におけるSLD実験により収集された約6万個のZ。崩
 壊事象を解析し,zo→q鰭崩壊より生成されるクォークとグルーオンの性質の相異についての研
 究である。特に,クォークをLightquarkとHeavyquarkとに選別し,それらの荷電粒子多重度
 とグルーオンの比を色量子力学(QCD)の理論値と比較研究を行ったものである。
 第1章lntroductionでは,QCD理論のクォークとグルーオンの相異についての研究と,この
 関連の実験の現状を述べ,理論的には粒子多重度のみの研究が行われているが,実験的にはLEP,
 TRISTANで種々の解析が行われている歴史的背景を述べている。本研究では,SLDの特色の一一
 っである高分解能バーテックス検出器を用いてクォークを軽と重クォークに選別することにより,
 更にクォークとグルーオンの相異を詳細に研究できることを述べている。
 第2章TheoreticalBackgroundsにおいては,QCD理論の一般的特色を説明し,更に,クォー
 クとグルーオンの相異として粒子多重度について〈η幽.〉/〈砺㎞>=L38±0.02の理論値の算出を
 述べている。又,この研究に関連する種々のハドロン模型について解説し,その理論的背景を与
 えている。
 第3章ExperimentalApparatusでは,この実験に用いられたSLC加速器の説明を与え,SLC
 が世界で最初の50GeVx50GeV線型衝突型加速器であることを述べている。更に,検出器につ
 いて各検出器の機能と性能,および実験に使用されたシュミレーションおよび事象再構成につい
 て説明している。
 第4章EventSelectionについては,実験におけるデータ収集,事象トロポロジー,トリガー,
 ハドロン事象選択について述べ,最終的に1992,93年のデータより36,767事象を選択した。更に,
 τ+τ一事象等からのバックグラウンド事象を示し,これらのバックグラウンド事象の混入は無視
 できることを述べている。
 第5章Analysisについては,まず,3ジェット事象の選択,高分解能バーテックス検出器を用
 いてのフレーバー選別を行い,クォークを軽・重クォークに分類したことを述べている。これら
 の分類された軽・重クォークはグルーオン等の混入があるため,更に,シュミレーションを用い
 て純粋なグルーオン,軽クォーク,重クォークのサンプルに変換し,(1)粒子多重度,(2)エネルギー
 分布,(3)ジェットの幅について,それぞれの分布および,比を与えている。
 第6章Summaryでは,以上をまとめ多重度について
 〈ηg』。n〉
 一1.294±0.064(stat.)±躍(syst.)
 〈η搬〉
 〈π9血n.〉
 〈π鵠集〉=1ユ83±0・063(stat・)糊syst・)
 の結果を示し,多重度については,QCD理論値と一致すること,又は,重クォークの多重度は軽
 クォークより大きいことを示した。この結果は,QCD物理に新しい知見を与える極めて重要な
 研究であり,本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有するこ
 とを示している。よって,岩崎義仁提出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格認める。
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